
小麦の１株内における節位別分げつ着生粒のタンパク質含有率

［要約］小麦の１株内における節位別の分げつに着生した粒のタンパク質含有率は、分

げつの発生節位別によって大きく異なる。２次分げつは１次分げつより高く、節位別分

げつでは上位節位は下位節位より高い。
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［背景・ねらい］

現在、実需者のニーズに対応した高品質小麦の生産拡大が急務となっているなかで、用

途に応じた適正なタンパク質含有率を有した小麦生産が望まれている。小麦のタンパク質

含有率は、ほ場の肥沃度、施肥量、播種時期等の栽培環境条件によって異なる。これらの

栽培環境が小麦の地上部に与える影響は分げつの発生が最も大きく、分げつ間の出穂期の

遅速、着粒数の多少、同化養分の配分の多少等がタンパク質含有率に変動を及ぼしている

と推察される。そのため、１株内における節位別分げつのタンパク質蓄積の差異を明らか

にするとともに環境変動に対して安定した生産を図るための基礎的な知見を得る。

［成果の内容・特徴］

１．節位別分げつにおける着生粒のタンパク質含有率は分げつの発生位置により大きく

異なり 農林61号 イワイノダイチでそれぞれ最大で2.4％ 3.1％の変異幅である 図、 、 、 （

１ 。）

２．２次分げつに着生した粒のタンパク質含有率は、１次分げつに比べて高く、節位別

分げつでみると、上位節位分げつ（Ⅲ,Ⅳ）は下位節位分げつ（Ｃ,Ⅰ,Ⅱ）に比べて

高い（図１ 。）

３．出穂期が遅く、千粒重が軽く、１穂粒数が少ない節位別分げつほどタンパク質含有

率が高い傾向にある（表１ 。）

４．節位別分げつ着生粒のタンパク質含有率の違いは、出穂期の早晩と１穂粒数の多少

に起因する着生粒の成熟度の差異によるものと考えられる。

［成果の活用面・留意点］

１．今後、播種時期、施肥量及び播種量と１株内における節位別分げつ着生粒のタンパ

ク質含有率との関係を明らかにし、適性なタンパク質含有率を有した小麦の生産技術

の確立に向けた改善技術のための知見として活用できる。



［具体的データ］

表１ 節位別分げつ着生粒のタンパク質含有率と千粒重、出穂期、一穂粒数および出穂

期と千粒重、一穂粒数との相関関係

タンパク質含有率との相関関係 出穂期との相関関係
品 種

出 穂 期 千 粒 重 一穂粒数 千 粒 重 一穂粒数

農 林 61 号（n=14） 0.676** -0.511† -0.593* -0.588* -0.776**

イワイノダイチ（n=13） 0.816*** -0.596* -0.798** -0.615* -0.892***

注）１．***、**、*、†印はそれぞれ0.1%、1%、5%、10%水準での有意性を示す。
２．千粒重は粗麦千粒重。
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１株内のタンパク質含有率　9.26％

１株内のタンパク質含有率　9.35％

　　　　　図１　節位別分げつ着生粒中のタンパク質含有率．

１．図中の上段の数値は粗麦中のタンパク質含有率を示し、下段は千粒重を示す．
２．Ⅰ～Ⅵ，Ｃは1次，Ⅰｐ，Ⅰ１，Ⅰ２，Ⅱｐ，Ⅱ１，Ⅲｐ，
　Ｃｐ，Ｃ１，Ｃ２は2次分げつを示す．
３．栽培条件　播種時期：11月25日
             施 肥 量：標肥(窒素成分0.5+0.4+0.2kg/a)。
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